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 質 問 者  木 村 征 郎   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

１ 人口の増減について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 被災者の生活再建につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 人口の増減はその町の活力の指標になると考えま

す。本年４月30日現在の人口は6,839人であり、対前

月比21人の増です。人口減少が続いていた本町とし

ては画期的なことです。この現状を踏まえながら、

次の点を伺います。 

(１) 人口増の要因をどのように分析しています

か。 

(２) 本町の人口 1,000 人に対する出生率と、合計

特殊出生率をどのように認識していますか。  

(３) 若年層定住促進のための住宅政策が必要と考

えますが。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 東日本大震災から５年が経過し、本町は８年の復

興計画の中で、復旧期、基盤整備期を経て本格復興

期を迎えています。現状の中で次の点を伺います。 

(１) 本町の被災者の中で、災害公営住宅、自立再

建等により終のすみ家を求める事ができたのは

何人、何割ですか。 

(２) 生活再建の基礎支援金に対する加算支援金の

割合は。 
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３ 商店街のあり方につい

て 

(３) 戸建の災害公営住宅の払い下げ時期と価格

は。 

   （質問の相手：町長・担当課長） 

 

 昨年末、中心商店街がオープンし、土日、祝日を

中心に賑わいをみせています。商店街は町の表玄関

であり、顔であります。この現状を踏まえながら、

次の点を伺います。 

(１) テナント型商店街シーパルピア女川を中心と

した商店街の現状をどのように受け止めていま

すか。 

(２) 商店事業者の中にはいろいろな事由により、

今後の事業の方向を決断できない人もいます。 

  きぼうのかね商店街、マリンパルおながわ閉鎖

後の商店街のあり方を伺います。 

 （質問の相手：町長・担当課長） 


